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１．まえがき 

AR（Augmented Reality）技術の多くは，マーカーを用

いることで位置や姿勢の特定を行っている．代表的なも

のとしてオープンソースの AR ライブラリである

ARToolKit が挙げられ[1]，これは AR に詳しくない者でも

比較的容易に扱うことができるため，これを用いた AR が

一般に広く用いられている．しかしながら，マーカーの

付加によって見た目が損なわれたり，また，マーカーを

配置することが難しいケースなどもあることから，画像

処理により実空間上に存在するものをマーカーとして利

用するマーカーレス AR も様々試みられ，実用化されてき

ている[2][3][4]．これらの手法は，対象の特徴点を抽出す

るという処理により個々の情報を取得しており，街中や

部屋などの比較的広い空間や，特定の環境下における利

用が想定されている．そのため，例えば商品などの小規

模で不特定多数の物を対象とするケースには向いていな

いといえる． 

そこで本研究では，世の中に普及している商品の識別

子として付加されている，一次元バーコードである JAN

コードを AR マーカーとして用いることが可能であるかの

検討を行う．JANコードを用いることで，物体形状などの

特徴点を抽出する必要性は生じない．また，新たにマー

カーを貼り付ける必要がないという点から見ると，実質

的にマーカーレスな ARとみなすことができる． 

2 ．JAN コードと AR マーカー 

JAN コードは 13 桁または 8 桁の数字で構成されるコー

ドで，これを異なるスペース（隙間）とバーで表現した

ものである（図 2.1）．一方，AR マーカーは，入力画像

からカメラとマーカーとの姿勢や位置位置関係を特定す

るために用いられるものであり，ARToolKit の普及も相ま

って，正方形の黒枠で囲われた中に，何かしらのパター

ンが描かれているものが一般的に用いられている（図

2.2）．この正方形の大きさと歪みにより位置と姿勢，パ

ターンにより他のマーカーとの識別を行うとともに，マ

ーカーの向きを確定させている． 

  

 

 

 

図 2.1 JANコードの例 図 2.2 ARマーカーの例 

 

本研究では，JAN コードの AR マーカーとしての活用を

目的とすることから，既存の特徴点抽出によるマーカー

レス AR において，JAN コードがマーカーとして認識でき

るかどうかの確認を行う．確認は表 2.1 で示す環境下で実

施する．mARici-ten は自然特徴点からマーカーを自動生成

する拡張現実システムであり，身近にある矩形状の物を

マーカーとして生成でき，生成したマーカーを AR マーカ

ーとして用いることができる[5]．そのため，認証対象物

の JAN コードは，矩形として抽出できるように，JAN コ

ードが矩形で囲まれており，矩形周りの色と背景色が相

違しているもので行う． 

 

表 2.1 確認環境 

OS Windows 7 Professional 64bit 

CPU Intel Xeon E5640 2.67GHz 

Memory 12GB 

Graphic Card NVIDIA Quard 4000 

AR Library mARici-ten 

Camera 640x480 

 

結果，JANコードをマーカーとして認識することはでき

なかった．このような結果になる要因の一つとして，バ

ーコードのパターンを読み取り特徴点を生成するのが困

難であるということである．さらなる要因の一つとして，

バーコードがマーカーとしては非常に小さいためである

と考えられる．JANコードは，スキャナと画像との距離は

接触～20cm 程度とある程度近い距離でしか読み取らない

ことを前提としている．このようなことから，スマート

フォンなどで搭載されているカメラで，ある程度離れた

状態でマーカーとして認識し，AR を実現するのは非常に

困難であると考えられる（図 2.3）． 

 

3 ．JAN コードの AR マーカー化についての検討 

前章の結果を踏まえ，本研究では JAN コードを読み取

る難しさを軽減するために，マーカーの識別と，マーカ

ー形状の認識とを別のプロセスとして行う．まず，JANコ

ードの数字を取得し，以降は画像処理により JAN コード

を矩形として処理し，それを追跡することで，マーカー

として認識させる（図 3.1）． 

 

図 2.3 スマートフォンと JANコードの距離と撮影結果 
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3.1 マーカーとしての識別 

携帯電話などに搭載されている画像処理によるバーコ

ードリーダーと同様に，図 3-1 a のように JAN コードの正

面をカメラ取得画像の中心にくるように配置させる．こ

の取得画像から，JANコードの数字を取得し，それをマー

カーの識別子として活用する．また，このときに JAN コ

ードの縦横の長さの比率を取得することにより，形状認

識の際に縦横比を用いることが可能となる． 

3.2 マーカー形状の認識 

取得画像中の JAN コードの三次元空間上での位置を特

定するために，JANコードが矩形となるように処理を行う．

まず，カメラ取得画像に対して 2値化処理を行う．次に膨

張・収縮処理を行うことで，JANコードのバーと数字の隙

間を埋めて，JANコードを矩形に変形させる．最後に輪郭

抽出を行い，画像中から矩形を抽出する．この抽出され

た矩形のうちで，前フレームにおいてマーカーとした矩

形から，位置や大きさの近いものを今フレームにおける

マーカーとして処理することで，マーカーの追跡が可能

となる．また，矩形として処理されているので，前節で

述べた取得した縦横比を用いて矩形の傾きを求めること

により，三次元空間中での位置が確定する． 

4．予備実験 

JANコードが矩形として認識可能か，実験により確認す

る．対象とする JANコードは図 4.1のものとし，これに対

して OpenCVを用いて 2値化，膨張・収縮，輪郭抽出の各

画像処理を行うことで，矩形として認識可能であるか確

認する．実時間での処理を考慮して，取得画像は 640x480

の解像度とする． 

まず図 4.1 の画像に対して，膨張・収縮処理を行う前段

階の処理として 2 値化処理を行ったところ，図 4.2 の結果

が得られた．次に 2値化した画像に対して，輪郭抽出でき

るようにするために膨張・収縮処理を行ったところ，図

4.3 の結果が得られた．最後に，画像の輪郭を抽出した結

果，図 4.4 で示すように，JAN コードを矩形として認識で

きることが確認できた． 

 

 

図 4.1  元画像 

 

図 4.2 2値化 

 

図 4.3 膨張・収縮 

 

図 4.4 矩形検出 

5．まとめ 

本研究では，一次元バーコードである JAN コードを AR

マーカーとして用いることが可能であるかの基礎検討を

行った．結果，2 値化処理，膨張・収縮処理，輪郭抽出処

理を行うことで，JANコードを矩形として認識できるよう

になった． 

今後は，スマートフォンなどを用いて，実時間でマー

カーとしての処理が可能かを検証したい．また，どのよ

うな商品に対して，どのような情報を付加することで現

実を拡張できるのかといった，実用性についても検討し

ていきたい． 
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a 数字の取得 b 矩形の認識 

図 3.1 処理の概要 
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